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「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」
展
（
二
） 

  
 

二
、
星
宮
神
社
の
算
額
（
続
き
） 

 

第
二
問
は
土
地
の
分
配
の
問
題
。
与
条
件
か
ら
関

係
式
を
立
て
、
整
理
し
て
二
次
方
程
式
と
し
て
解
け

ば
よ
い
平
易
な
問
題
。
だ
が
、
当
時
（
掲
額
は
一
六

八
三
年
）
は
難
問
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

 

題
意
は
縦
120
間
、
横
21.5
間
の
土
地
が
あ
り
、
図

の
よ
う
に
、
幅
3
間
の
道
を
明
け
、
三
ヶ
所
（
前
・

左
・
右
）
の
面
積
が

等
し
い
場
合
、
各
々

の
縦
横
は
幾
つ
か
。 

 

答
え
は
、
右
は
縦

52
間
、
横
15
間
、

前
は
縦
120

間
、
横

6.5
間
、
左
は
縦
65

間
、
横
12
間
。 

 

術
文
は
少
し
く
ど

く
書
い
て
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
和
算
の

や
り
方
。 

 

一
例
を
示
せ
ば
、
縦
の
3
倍
か
ら
道
幅
を
減
じ
た

357
間
を
甲
と
し
、
縦
の
2
倍
か
ら
道
幅
を
減
じ
た

237
間
と
、
横
の
2
倍
か
ら
道
幅
を
減
じ
た
40
間
を

乗
じ9480

間
を
得
て
乙
と
し
（
以
下
省
略
）、
と
い

っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

難
問
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
文
献

(
１)

に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 
「
算
法
闕
疑
抄
」（
磯
村
吉
徳
、
万
治
二
年(

一
六

五
九)
）
の
「
世
間
誤
り
の
部
」
に
条
件
の
数
値

は
異
な
る
が
「
或
人
問
云
世
間
の
算
者
縦
横
の
屋

敷
に
か
ぎ
の
手
の
道
を
明
る
算
と
て
用
ら
れ
候

は
…
此
義
い
か
ん
」
と
問
わ
れ
た
の
に
対
し
て

「
右
之
員
数
逢
申
候
と
い
へ
ど
も
ま
ぐ
れ
あ
た

り
に
て
正
法
に
あ
ら
ず
」
と
し
、
そ
の
解
法
で
は

合
わ
な
く
な
る
凡
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

誤
り
を
指
摘
し
た
の
み
で
自
己
の
解
法
は
示
し

て
い
な
い
。 

ま
た
こ
の
問
題
は
「
算
法
根
源
記
」（
佐
藤
正
興
、

寛
文
九
年(

一
六
六
九)

）
の
遺
題
第
60
問
と
全
く

同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
問
の
注
に
も
、
古
く
か
ら

の
難
問
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 な
お
、
問
文
最
後
に
「
縦
横
幾
何
」
と
あ
り
ま
す
が
、

和
算
で
は
縦
横
は
長
方
形
の
こ
と
で
、
縦
と
横
が
現

在
と
は
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

「
算
法
闕
疑
抄
」
の
当
該
ヶ
所
（
棒
線
、
一
部
）
(2)  

「
算
法
根
源
記
」
に
あ
る
当
該
ヶ
所
(2) 
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平
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二
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六
月
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発
行
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第
三
問
は
直
角
三
角
形
に
関
す
る
問
題
で
す
。
ま

ず
問
文
と
図
を
再
掲
す
る
。 

 

今
有
鉤
弦
和
開
六
乗
見
商
股
八
乗
冪
開
四
乗
見
商

和
云
方
面
再
自
乗
中
鉤
開
三
乗
見
商
相
乗
云
則
問

各
幾
何 

（
鉤
と
弦
の
和
を
六
乗
に
開
き
そ
の
商
と
、 

股
の
八
乗
冪
を
四
乗
に
開
き
そ
の
商
と 

を
（
加
え
た
も
の
を
）
和
と
云
う
。 

方
面
の
再
自
乗
と
中
鉤
を
三
乗 

に
開
き
そ
の
商
を
（
乗
じ
た 

も
の
を
）
相
乗
と
云
う
。 

各
幾
何
か
） 

 

こ
の
問
文
の
内
容 

を
式
１
に
示
す
。 

 

依
左
術
答
之

（
左
術
に
依
っ

て
之
を
答
る
） 

 

術
文
の
「
立

天
元
一
為
股
開

四
乗
見
商
寄
甲

位
」
は
、
未
知

数
を
股
の
四
乗

に
開
い
た
も
の
と
し
こ
れ
を
甲
と
す
る
。「
云
和
内
減

甲
位
八
乗
冪
余
六
自
之
寄
乙
位
」
は
、
云
和
か
ら
甲

の
八
乗
冪
を
減
じ
た
も
の
を
六
乗
し
こ
れ
を
乙
と
す

る
。以
下
省
略
し
て
、こ
の
術
文
の
内
容
を
文
献(

１)

か
ら
引
用
し
て
式
２
に
示
す
。 

術
文
の
最
後

に

1703

次
方

程
式
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
未

知
数
「
甲
」
の

1703

次
方
程

式
と
い
う
意
味

で
、
式
２
で
次

数
の
み
を
検
討

す
る
と
式
３
の

よ
う
に
な
り
、

1703

次
式
に

な
る
こ
と
を
確 

認
で
き
ま
す
。
た
だ
、
術
文
は
こ
の
高
次
方
程
式

を
解
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
難
問
の
問
題
そ
の
も
の
に
は
何
の
意

味
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

第
四
問
は
遺
題
で
問
文
の
み
で
あ
り
、
答
文
、

術
文
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
文
と
図
を
再
掲
し
ま
す
。 

 

仮
令
有
鉤
股
内
平
円
空
只
云
鉤
弦
差
開
六
乗

股
弦
差
開
四
乗
円
径
開
立
方
各
見
商
三
和
八

乗
冪
与
外
積
和
云
鉤
股
差
云
則
問
各
若
干 

（
直
角
三
角
形
内
に
円
径
が
あ
り
、
鉤
と
弦
の
差

を
六
乗
に
開
き
、
股
と
弦
の
差
を
四
乗
に
開
き
、

円
径
を
立
方
に
開
き
、
三
つ
の
和
を
八
乗
し
、
外

積
を
和
す
。
ま
た
鉤
と
股
の
差
が
あ
る
。
各
を
問

う
）。 

こ
の
問
文
の
内
容
を
式

４
に
示
す
。
外
積
と 

は
直
角
三
角
形
の 

面
積
か
ら
円
の 

面
積
を
除
い 

た
面
積
を 

云
い
ま 

す
。 

   

こ
の
問
題
も
高
次
方
程
式
と

な
る
と
い
い
ま
す
が
、
私
は
ま

√鉤＋弦
7

＋√股
95

＝云和 

(方面)
3
× √中鉤

4

＝云相乗 

（式１．問文の内容） 

の 2つが与えられたときに 

各長さは幾らか 

（和算の六乗は現在の７乗

の意味です） 

戊− 2丙＝己(丙は丁の誤りか) 

己×丙＝庚、(丙×乙× 2＋己)
12
＝辛 

(己×丙)
12
×庚 

＝戊× (中鉤) ×辛× (方面)
12
＝寄左⋯① 

(云相乗)
4
×丁×辛⋯②(丁は戊の誤りか) 

     （式２．術文の内容） 

未知数を√股
5

とする。 

√股
5

＝甲、{(云和) −甲
9
}
7

＝乙 

甲
5
＝丙、丙

2
＝丁、乙

2
＋丁＝戊 

①−②を作りこの1703次方程式を解けば 

√股
5

を得る。 

    （式３．次数の計算） 

√股
5

＝甲とすると、{(云和) −甲
9
}
7

＝乙は

甲の 63 次式、甲
5
＝丙は甲の5 次式、

乙
2
＋丁＝戊は甲の 126 次式、 

戊− 2丙＝己も 126 次式、 

己×丙＝庚は甲の 131 次式 

(己×丙)
12
×庚は、(126＋5)×12＋131＝

1703 次式となる。 

(式４．問文の内容) 

(√弦−鉤
7

＋√弦−股
5

＋√円径
3

)

9

＋(外積)＝A 

股−鉤＝B 

このとき、各長さは幾らか 
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だ
確
認
し
て
ま
せ
ん
。 

  

さ
て
、
こ
の
星
宮
神
社
の
算
額
は
ど
の
よ
う
な
意

義
が
あ
る
の
か
。
中
途
半
端
な
知
識
を
も
と
に
述
べ

る
よ
り
、
文
献(
１)
か
ら
引
用
（
要
約
）
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
ず
第
三
、
四
問
の
よ
う
な
高
次
方

程
式
に
つ
い
て
。 

  

こ
の
よ
う
な
高
次
方
程
式
に
な
る
の
は
、
当
時
流

行
し
た
最
先
端
の
問
題
で
あ
っ
た
。
連
立
方
程
式

を
表
す
数
式
が
無
か
っ
た
た
め
、
未
知
数
の
消
去

を
頭
の
中
で
行
わ
せ
る
難
し
さ
を
狙
っ
た
問
題

で
あ
る
。
数
式
を
工
夫
・
整
備
し
、
こ
の
種
の
問

題
の
流
行
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
は
関
孝
和
で

あ
っ
た
。
行
列
式
の
考
え
も
こ
の
未
知
数
消
去
の

工
夫
か
ら
生
ま
れ
た
。 

 

京
都
の
八
坂
神
社
の
算
額
（
元
禄
四
年(

一
六
九

一)

）、
北
野
天
満
宮
の
算
額
（
貞
享
三
年(

一
六

八
六)

）
に
も
同
種
の
問
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

次
に
「
和
算
史
上
の
位
置
」
に
つ
い
て
。 

  

寛
永
一
八
年(

一
六
四
一)

版
塵
劫
記
に
付
け
ら
れ

た
遺
題
を
解
く
こ
と
に
幾
多
の
和
算
家
が
力
を

注
ぐ
よ
う
に
な
る
と
、（
略
）「
遺
題
継
承
」
の
風

習
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、
問
題
は
単
な
る
日
用

算
か
ら
遊
離
し
、
解
く
こ
と
の
困
難
な
も
の
が
多

く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
、
中
国
の
天
元
術
の
理
解
に
よ
り
、
こ
の

種
の
難
問
は
円
の
計
算
を
除
い
て
は
処
理
出
来

た
。
第
二
問
が
そ
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。 

 

天
元
術
は
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
連
立
方
程

式
と
な
る
と
未
知
数
の
消
去
な
ど
で
問
題
が
あ

っ
た
。
遺
題
に
も
こ
の
弱
点
を
つ
い
た
新
し
い
難

題
が
出
現
す
る
。「
古
今
算
法
記
」（
寛
文
十
年(

一

六
七
〇)

）
の
遺
題
に
出
て
く
る
問
題
で
あ
る
。

第
三
、
四
問
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。 

そ
れ
は
日
常
生
活
と
は
無
関
係
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
三
角
形
の
辺
の
長
さ
の
七
乗
根
と
九
乗

根
の
和
を
与
え
る
な
ど
全
く
意
味
の
な
い
条
件

を
つ
け
た
問
題
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
未
知
数
消

去
・
整
方
程
式
化
の
難
し
さ
の
み
で
あ
る
。
そ
の

結
果
第
三
問
の
解
答
は

1703

次
と
い
う
恐
る
べ

き
高
次
方
程
式
を
得
て
い
る
。 

 

勿
論
、
こ
の
方
程
式
を
解
い
た
わ
け
で
な
く
、
ま

た
こ
れ
を
導
く
こ
と
を
頭
の
中
で
行
っ
た
の
で

も
な
い
。
各
種
の
量
を
文
字
で
表
し
、
紙
上
で
消

去
を
行
う
方
法
（
傍
書
法
、
演
段
術
）
を
開
発
し

た
の
は
関
孝
和
で
あ
る
。
関
が
こ
の
方
法
で
誰
も

手
を
つ
け
得
な
か
っ
た
「
古
今
算
法
記
」
の
遺
題

十
五
問
の
解
答
書
「
発
微
算
法
」
を
発
刊
し
た
の

は
延
宝
二
年(

一
六
七
四)

で
あ
っ
た
が
、
一
般
に

は
理
解
が
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
注
釈
書

で
文
字
に
よ
る
方
法
、
未
知
数
の
消
去
法
を
説
い

た
「
発
微
算
法
演
段
諺
解
」
を
高
弟
建
部
賢
弘
が

刊
行
し
た
の
は
貞
享
二
年(

一
六
八
五)

で
あ
っ

た
。 

 

和
算
家
に
と
っ
て
、
こ
の
書
の
刊
行
の
前
と
後
で

は
事
情
は
大
き
く
異
な
っ
た
。
星
宮
神
社
の
算
額

が
そ
れ
よ
り
二
年
前
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

奉
納
者
は
相
当
な
実
力
を
備
え
て
い
た
か
、
有
力

な
和
算
家
の
門
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

当
時
、
江
戸
で
こ
の
第
三
問
を
解
け
る
和
算
家
は

ご
く
少
数
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
額
面
で
は

「
少
年
よ
り
此
道
を
ま
な
び
」
と
あ
る
だ
け
で
、

佐
野
で
学
ん
だ
も
の
か
、
江
戸
で
か
、
あ
る
い
は

そ
の
両
方
で
な
の
か
、
師
匠
に
つ
い
て
全
く
記
し

て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。（
略
） 

 

さ
て
注
意
す
べ
き
は
第
四
問
で
あ
る
。
遺
題
で
あ

り
、
答
は
な
い
。
額
面
に
も
そ
の
旨
明
記
し
て
あ

る
。
こ
の
算
額
と
同
時
代
の
前
記
の
算
額
（
京
都

八
坂
神
社
と
北
野
天
満
宮
の
算
額
）
に
も
遺
題
が

あ
る
。
書
物
に
よ
る
遺
題
継
承
の
形
式
を
、
よ
り

手
軽
な
算
額
に
移
し
た
も
の
と
い
え
と
う
。
遺
題

付
の
算
額
が
実
際
に
残
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の

ま
え
が
き
と
あ
わ
せ
て
、
算
額
奉
納
の
動
機
・
理

由
、
ひ
い
て
は
算
額
奉
納
の
風
習
発
生
の
問
題
を

考
え
る
場
合
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
よ

う
に
思
う
。 

  
 

三
、
医
王
寺
の
算
額
に
あ
る
師
匠 

医
王
寺
の
算
額
は
鹿
沼
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
文
化
九
年(

一
八
一
二)

に
関
流

金
杉
清
常
門
人
天
谷
教
盈（
一
七
八
七
～
一
八
三
七
）
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が
奉
納
し
た
も
の
で
四
問
あ
り
ま
す
。 

師
の
金
杉
清
常
（
花
又
村
＝
足
立
区
花
畑
の
人
か
）

は
清
三
郎
清
常
で
神
谷
定
令
の
門
人
。『
算
法
点
竄
指

南
』(

文
化
七
年)

に
は
「
梅
田
先
生
閲
金
大
杉
原
門

人
編
」
と
あ
り
、
大
原
と
金
杉
の
門
人
に
よ
り
成
さ

れ
て
い
る
。『
算
法
点
竄
指
南
』
に
は
そ
の
門
人
名
も

記
さ
れ
て
い
て
、
天
谷
に
つ
い
て
は
「
野
州
都
賀
郡

半
田
邨
任(

住) 

天
谷
久
蔵
教
盈
」
と
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
東
京
都
足
立
区
花
畑
の
大
鷲
神
社
の
天
保

四
年
の
算
額
は
、「
関
流
五
伝
当
年
八
十
一
歳
金
杉
清

三
郎
清
常
門
人
」
四
十
六
名
に
よ
る
も
の
で
す
（「
や

ま
ぶ
き
」
第
39
号
参
照
）。 

 

参
考
文
献 

(

１) 

松
崎
利
雄
『
栃
木
の
算
額
』（
筑
波
書
林
、2000

年
） 

(

２) 

「
算
法
闕
疑
抄
」「
算
法
根
源
記
」（
東
北
大
和
算
ポ

ー
タ
ル
） 

（「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」
展
の
記
述
は
終
了
） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

和
算
の
諸
流
に
つ
い
て 

  

和
算
の
流
派
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
今
、『
和
算
の
歴
史
―
そ
の
本
質
と
発
展

―
』（
平
山
著
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
に
列
挙
さ
れ
て

い
る
も
の
を
左
に
挙
げ
て
み
る
。 

 

古
流（
吉
田
流
、横
川
流
、磯
村
流
そ
の
他
を
含
む
）、

百
川
流
（
亀
井
算
の
祖
・
百
川
忠
兵
衛
？
）、 

関
流
（
関
孝
和
）、 

関-

建
部
派
（
建
部
賢
弘
）、 

関-

中
根
派（
中
根
元
圭
）、 

最
上
流（
会
田
安
明
）、

中
西
流（
中
西
正
好
、正
則
）、宮
城
流（
宮
城
清
行
）、 

大
島
流
（
大
島
喜
侍
）、
久
留
島
学
（
久
留
島
義
太
）、 

宅
間
流
（
宅
間
能
清
）、
三
池
流
（
三
池
市
兵
衛
）、 

大
明
流
（
佐
治
一
平
）、 

麻
田
流
（
麻
田
剛
立
）、 

至
誠
賛
化
流
（
三
和
一
致
流
と
も
、
古
川
氏
清
）、 

小
川
流
（
小
川
広
慶
）、
三
木
流
（
三
木
松
斎
）、 

空
一
流
（
徳
久
好
末
）、
真
元
流
（
武
田
真
元
）、 

大
橋
流
（
大
橋
宅
清
）、
関
真
流
（
小
池
庸
達
）、 

由
真
流（
田
中
由
真
）、福
田
流（
福
田
金
塘
・
理
軒
）、 

西
川
流
（
西
川
如
見
）、
小
村
流
（
小
村
松
庵
）、 

直
指
撞
破
流
（
中
村
政
栄
）、
山
崎
流
（
町
見
術
、
山

崎
休
也
）、
溝
口
流
（
規
矩
術
、
溝
口
林
卿
）、
清
水

流
（
町
見
術
、
清
水
貞
徳
）、
古
市
流
（
？
）、
北
憲

流
（
？
） 

 
こ
の
他
に
、『
日
本
数
学
史
』(

三
上
義
夫)

に
は「
福

岡
の
星
野
流
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
栃
木
に

は
「
虚
一
真
流
」（
仁
平
春
蔵
）、「
小
笠
原
流
」（
関

口
清
蔵
）が
あ
っ
た
と
い
う（「
と
ち
ぎ
和
算
の
世
界
」

佐
野
市
郷
土
博
物
館
第
67
回
企
画
展
）。 

 

地
方
に
は
ま
だ
ま
だ
地
域
に
根
差
し
た
小
さ
な
流

派
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
現
に
比
企
郡
と
き
が
わ
町

の
宮
崎
萬
治
郎
（
一
八
〇
八
～
八
三
）
は
「
水
栄
流
」

を
称
し
て
い
た
（「
や
ま
ぶ
き
」
第
６
号
参
照
）。 

 

こ
れ
ら
の
流
派
で
代
を
重
ね
た
の
は
、
関
流
、
最

上
流
、
中
西
流
、
宮
城
流
、
宅
間
流
、
三
池
流
、
麻

田
流
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
流
派
と
い
っ
て
も

数
学
の
こ
と
だ
か
ら
内
容
に
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
わ
ず
か
に
記
号
が
異
な
る
程
度
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 

テ
レ
ビ
で
「
寝
た
き
り
予
防
」
の
特
集
を
し
て
い

た
。「
寝
た
き
り
予
防
」、
つ
ま
り
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
最
も
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
禁

煙
よ
り
も
、
運
動
よ
り
も
、
肥
満
解
消
よ
り
も
、「
人

と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。 

 

テ
レ
ビ
で
は
ク
イ
ズ
形
式
で
「
寝
た
き
り
」
に
な

ら
な
い
た
め
に
は
、
①
人
に
親
切
に
す
る
、
②
世
の

た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
、
③
自
分
が
う
れ
し

い
こ
と
を
す
る
、
を
挙
げ
、
ど
れ
が
正
し
い
か
問
う

て
い
た
。
正
解
は
①
。
人
に
親
切
に
す
る
こ
と
は
人

と
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。 

人
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
い
こ
と
は
、
心
臓
病
や

認
知
症
、
筋
力
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て

「
早
死
に
リ
ス
ク
が
50
％
高
く
な
る
」
と
い
う
ア
メ

リ
カ
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
体
の
衰
え
を
加
速

さ
せ
る
最
大
の
要
因
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
き
た
と

い
う
。
歳
を
と
っ
て
き
た
ら
、
机
に
向
か
っ
て
ば
か

り
い
る
と
か
、
独
り
よ
が
り
の
運
動
は
「
寝
た
き
り

予
防
」
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
自
戒

す
べ
き
か
。 

今
号
は
文
献
か
ら
の
引
用
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
少
し
自
戒
す
べ
き
こ
と
で
す
。 


